
第17回RSセミナーのお知らせ 
 

日時: 2025 年 2 月 17 日（月）18:00-19:00 （日本時間） 

場所: 管理棟8F 第10カンファレンスルーム 

講師: 松下 祐樹 博士（DDS, PhD, 長崎大学大学院医歯薬学総合

研究科 硬組織発生再生学分野 教授） 

 

演題: 小児・成長期における骨の幹細胞の光と影 
 

超高齢社会の現代日本において健康寿命を高めることは非

常に重要な課題となっています。加齢に伴う疾患の中でも、特

に骨粗鬆症、さらにそれに起因する骨折を契機に寝たきりに

移行することが多く、健康寿命を縮める危険因子となります。

また一方で、小児に目を向けても、骨の成長に異常をきたす

疾患が数多く存在します。今回私たちは、マウス細胞系譜追

跡とシングルセル解析を統合することによって、これまで未解

明だった骨の成長期における骨の幹細胞を同定することに成

功し、新たに「骨内膜幹細胞」と名づけました。この成長期特有

の幹細胞は骨の成長や再生に貢献するだけでなく、同時に骨

のがん（骨肉腫）の起源となることが示唆されました。このこと

から、小児・成長期における幹細胞は骨の成長、再生に貢献する光の側面とともに、自身

ががん化して骨肉腫を引き起こす影の側面を併せ持つクリティカルな幹細胞であることが

明らかになりました。本講演ではさらにこれらの骨格系を形成する細胞を発生初期から遡

ってその細胞動態を共有したいと思います。 
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国立大学法人岡山大学学術研究院医歯薬学域（医学系） 組織機能修復学分野 宝田剛志 
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本セミナーは岡山大学大学院医歯薬学総合研究科の単位認定（研究方法論）の対象となります。 

研究科および病院スタッフの参加を歓迎します。 


